
 

 

 

  

 
 

不登校の児童生徒を支援する際には，学校の支援の方針について保護者と共通理解を図りながら，同

じ目標に向かって支援をすることが大切です。教職員だからこそできる学校の支援があるのと同様に，

保護者だからこそできる家庭の支援があります。不登校の状態が続いている子どもを支える毎日の中で，

様々な悩みや不安を抱えている保護者の思いや考えをしっかりと受け止めながら，子どもを支えるため

にできることを保護者とともに考えるようにしましょう。 
 

 
  
 

 
 

 

 

 

 

 
 

お互いの役割を尊重しながら，それぞれの立場で， 

子どものために何ができるかを話し合う。 

        

 

 
 

  ① 実践できそうなことを考える 
・ 保護者の思いや考えを聞くにあたっては，子ども

※１

の実態をきちんと把握した上で， 

「学校としてできそうなこと」や，「保護者ができそうなこと」について，事前に 

校内で検討しておくことが大切です。 
 

   ② 保護者の思いや考えを聞く 
・ 保護者の思いや考えをしっかりと受け止めることが，様々な悩みや不安を抱えて 

いる保護者を支えることにつながり，保護者と信頼関係を築く第一歩となります。 

・ 学校と家庭では，子どもは少しずつ違った面を見せているので，教職員と保護者が 

それぞれのもつ情報を共有することで，子どもの理解を深めるとともに，保護者の意 

見も取り入れながら，子どもの状態に合った支援を検討しましょう。 

     

☆ 支援の振り返りを行う 
・ これまでに学校や家庭で行ってきた支援の内容や，子どもの様子について保護者と 

共有し，現在の子どもの状態に合った支援を再検討しましょう。    

※１ 参考：ＩＣＦによる実態整理シート（裏面） 
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「別室登校支援」の効果 

保護者との連携の流れ 

 

保護者の思いや考えを受け止めて，保護者とともに子どもを支える 

連携の中心に 「子ども」 を据える 

 

 

   

教職員 

 
担任一人で考えるのではなく，教育相談部会等で

支援の方針を話し合い，複数で検討しましょう。 

話とを明確にし， 

 
相手への要望を言い合うだけでは， 

保護者との連携は成り立ちません。 

別室での取組を共有しましょう。 

保護者 



 

 

 
 

「学校としてできそうなこと」や，「保護者ができそうなこと」を考える際には，子どもの 

実態（活動状況，発達状況，障がい等）をきちんと把握し，子どもを取り巻く環境や，本人 

の生育歴，性格などの個人的な要因について考えることが必要です。児童生徒の実態を記入し

ながら，学習や生活上の課題を整理していく「Ｉ
※１

ＣＦによる実態整理シート」等により，視覚

化することで，子どもにとってのニーズを把握し，共有することができますので，各校の教育

相談部会等でご活用ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１「ＩＣＦによる実態整理シート」… 個別の支援計画の様式に含まれています 

子どもの実態を把握する 

 

＜健康状態＞ 

＜身体・精神＞ 
＜集団への参加の様子＞ 

＜本人をとりまく環境＞ ＜特性・性格・生育歴＞ ＜本人の思い・願い＞ 

＜活動の様子＞ 

正解は一つではない。だからこそ，要因を探ることが重要 

学習や生活の場面における 

個人の活動 について 
  
 

 

集団での活動の様子や， 

対人関係における様子 について 

体の特徴や，認知機能 

について 
 

健康状態以外の児童生徒の 

特徴などについて 

自信の有無や，本心・本音 

将来の目標など 

家庭環境，学校での環境， 

社会的な環境などについて 

医師からの病名や診断名，健康状況について 
 

「ＩＣＦによる実態整理シート」 

 

マイナスの面よりも， 

プラスの面を重視する 

ようにしましょう。 

目標設定のポイント 
① 実態を踏まえ「実現可能なもの」 

② 「スモールステップ」で子どもに， 

ちょうどいい目標 

③ 達成の可否が評価できる具体的な 

目標 

支援の手立てのポイント 
① 子どもの自信につながる支援方法 

② 活動を変容させる具体的なもの 
 

☆ いつ，どこで，誰が，どのような 

方法で支援するのか，具体的に 

役割分担をすることが必要 

 

 

＜優先されそうな課題・達成できそうな課題＞ 

児童生徒の成功体験が増やせるように，実現可能な目標 を設定します 

例） 不安が強い 

運動能力が低い 

視覚的な記憶力が強い 

言語表出が弱い  など 例） 人が嫌がる仕事に取り組む 

簡単な指示なら理解できる， 

拗音や即音が正しく表記できない 

漢字に苦手意識がある    など 

例） クラスでは明るい感じ 

授業中，積極的に手を挙げて発言する 

部活動に参加できる 

授業の取り組みにむらがある 

人とのかかわりを求めるが，一方的である 

など 

例） 家族構成，両親は教育熱心 

週１回通級指導教室を利用している 

○○クラブに所属している 

学級の児童生徒は協力的である  など 

例） 学年と性別 

気持ちは優しい，絵を描くことが好き 

心理検査の結果，１番にこだわる  など 

例） 友達と仲良くしたい 

ほめてもらいたい，車の免許がとりたい 

勉強ができるようになりたい 

プレッシャーをかけないでほしい など 

※できていることと，改善を図りたいことを 

具体的に記入する 

 


